
覚海上人天狗になる事

谷崎潤一郎

青空文庫





　
　
　
　
　
○

南
勝
房
法
語
に
い
う
、
「
南
ガ
云
ハ
ク
十
界
ニ
於
テ
執
心
ナ
キ
ガ
故
ニ
九
界
ノ
間
ニ
ア
ソ
ビ
ア
ル
ク
ホ
ド

ニ
念
々
ノ
改
変
ニ
依
テ
依
身
ヲ
受
ク
ル
也
、
サ
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
ヌ
レ
バ
十
界
住
不
住
自
在
也
、
…
…
…
密
号

名
字
ヲ
知
レ
バ
鬼
畜
修
羅
ノ
棲
メ
ル
モ
密
厳
浄
土
也
、
フ
タ
リ
枕
ヲ
ナ
ラ
ベ
テ
ネ
タ
ル
ニ
ヒ
ト
リ
ハ
悪
夢

ヲ
見
独
リ
ハ
善
夢
ヲ
見
ル
ガ
如
シ
、
…
…
…
凡
心
ヲ
転
ズ
レ
バ
業
縛
ノ
依
身
即
チ
所
依
住
ノ
正
報
ノ
淨
土

也
、
其
ノ
住
処
モ
亦
此
ク
ノ
如
シ
、
三
僧
祇
ノ
間
ハ
此
ノ
理
ヲ
知
ラ
ン
ガ
タ
メ
ニ
修
行
シ
テ
時
節
ヲ
送
ル

也
」
と
。
此
の
南
勝
房
と
い
う
坊
さ
ん
が
覚
海
上
人
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
順
徳
院
の
建
保
五
年
に
高
野
山

第
三
十
七
世
執
行
検
校
法
橋
上
人
位
に
擢ぬき
ん
で
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
、
ざ
っ
と
今
か
ら
七
百
年
前
、
鎌
倉

時
代
の
実
朝
の
頃
の
人
で
あ
る
。
但
馬
た
じ
ま
の
国
朝
来
あ
さ
き
郡
の
生
れ
で
、
始
め
は
同
国 

健  

屋 

た
て
の
や

の
与
光
寺
の
学
頭

で
あ
っ
た
が
、
後
に
高
野
山
へ
登
っ
て
学
侶
の
華
王
院
に
住
し
た
。
こ
の
与
光
寺
と
い
う
寺
は
現
存
し
て

い
て
、
土
地
の
人
は
今
も
上
人
の
遺
徳
を
慕
っ
て
い
る
と
い
う
。
華
王
院
の
方
は
今
日
で
は
増
福
院
と
称

し
、
前
掲
の
南
勝
房
法
語
、
並
び
に
覚
海
伝
、
上
人
自
筆
の
消
息
文
等
を
伝
え
て
い
る
。
一
日
私
は
此
の

寺
を
訪
れ
住
職
鷲
峰
師
の
好
意
に
依
っ
て
悉
く
そ
れ
ら
の
古
文
書
を
筆
録
し
得
た
。
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○

紀
伊
続
風
土
記
所
載
高
野
山
の
天
狗
の
項
に
「
是
は
鬼
魅
の
類
に
し
て
魔
族
の
異
獣
な
り
」
と
あ
る
が
、

「
然
れ
ど
も
感
業
の
軽
重
に
随
っ
て
自
ら
善
悪
の
二
種
あ
り
、
よ
り
て
佛
塔
神
壇
を
寄
衛
し
て
修
禅
の
客

を
冥
護
す
る
あ
り
、
又
一
向
邪
慢
憍
高
に
し
て
悪
逆
に
与
し
正
路
に
趣
ざ
る
あ
り
、
当
山
に
栖
止
す
る
も

の
佛
道
を
擁
護
し
悪
事
を
罰
す
る
の
善
天
狗
な
り
」
と
も
あ
る
か
ら
、
魔
界
の
種
族
で
は
あ
る
が
、
必
ず

し
も
佛
法
の
敵
で
な
い
こ
と
が
分
る
。
兎
に
角
「
人
体
は
吉
シ
雑
類
異
形
ハ
悪
シ
ト
偏
執
ス
ル
ハ
悟
リ
無

キ
故
也
、
相
続
ノ
依
身
ハ
イ
カ
ナ
リ
ト
モ
苦
シ
カ
ラ
ズ
、
臨
終
ニ
何
ナ
ル
印
ヲ
結
ブ
ト
モ
思
ハ
ズ
、
思
フ

ヤ
ウ
ニ
四
威
儀
ニ
住
ス
可
シ
、
動
作
何
レ
カ
三
昧
ニ
非
ザ
ラ
ン
、
念
念
声
声
ハ
悉
地
ノ
観
念
真
言
也
」
と

云
う
の
が
南
勝
房
法
語
の
建
て
前
で
あ
っ
て
、
上
人
が
天
狗
に
な
っ
た
こ
と
は
、
上
人
自
身
と
し
て
は
そ

の
信
念
を
実
行
に
移
し
た
迄
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
○
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増
福
院
に
蔵
す
る
所
の
上
人
の
消
息
文
は
「
蓮
華
谷
御
庵
室
」
へ
宛
て
た
も
の
で
、
鷲
峰
師
の
説
明
に
依

る
と
、
此
の
宛
て
名
の
主
は
所
謂
「
高
野
非ひ
事じ
吏り
」
の
祖
明
遍
上
人
（
少
納
言
入
道
信
西
末
子
）
の
こ
と

で
あ
る
と
い
う
。
「
近
日
十
津
川
郷
人
来
当
寺
領
大
滝
村
懸
札
申
云
当
村
并
花
園
村
等
吉
野
領
十
津
川
之

内
也
仍
令
懸
此
牓
示
之
札
自
今
以
後
者
可
勤
十
津
川
之
公
事
云
々
此
条
自
由
之
次
第
不
思
議
之
事
候
」
と

い
う
書
き
出
し
で
、
全
文
を
掲
げ
る
の
は
煩
わ
し
い
か
ら
省
略
す
る
が
、
要
す
る
に
吉
野
僧
の
暴
状
を
見

て
憤
懣
の
思
い
を
明
遍
上
人
に
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
覚
海
伝
に
拠
れ
ば
此
の
事
の
あ
っ
た
の
は
建
保
六

年
正
月
よ
り
承
久
元
年
八
月
に
至
る
間
で
、
吉
野
の
春
賢
僧
正
が
郷
民
を
引
率
し
て
、
高
野
山
の
所
領
に

闖
入
し
、
花
園
の
庄
大
滝
の
郷
に
吉
野
領
と
云
う
札
を
立
て
、
「
並
於
御
廟
橋
下
標
牓
芳
野
領
」
と
あ
る

か
ら
、
今
の
奥
の
院
の
大
師
霊
廟
の
前
に
あ
る
無
明
の
橋
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
あ
の
辺
に
も
亦
高
札
を
立

て
た
。
伝
に
は
「
爾
来
以
精
進
法
界
之
霊
場
為
殺
生
汚
穢
之
猟
地
幾
許
狼
藉
不
道
不
遑
枚
挙
也
」
と
記
し
、

消
息
の
方
に
は
「
剰
殺
数
十
鹿
剥
皮
」
と
記
し
、
「
寺
家
之
歎
何
事
過
之
候
哉
人
守
忍
辱
之
地
無
弓
箭
之

間
十
津
川
之
住
人
知
如
此
子
細
動
及
狼
藉
候
者
也
」
と
も
云
っ
て
い
る
。
然
ら
ば
当
時
高
野
山
に
は
僧
兵

と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
紀
伊
続
風
土
記
は
曰
く
、
「
古
老
伝
に
吉
野
悪
僧
等
の
企
に

て
此
の
山
の
領
地
を
劫
奪
し
大
師
の
霊
跡
を
涜
さ
ん
と
す
、
時
に
覚
海
検
校
深
重
の
悲
誓
を
発
て
修
羅
即

遮
那
の
観
門
を
凝
し
魔
即
法
海
の
行
解
を
務
め
其
の
類
に
同
じ
て
山
家
を
鎮
護
し
、
大
師
佛
法
の
運
を
龍
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花
の
春
に
達
せ
ん
と
し
て
大
勢
勇
猛
の
羽
翼
と
化
し
、
白
日
に
飛
去
す
と
い
う
」
と
。
覚
海
伝
に
は
、
此

の
時
（
承
久
元
年
八
月
五
日
）
三
千
の
衆
徒
が
大
秘
伝
法
の
絶
滅
を
悲
し
み
山
を
下
ろ
う
と
し
た
の
を
、

上
人
が
強
い
て
お
し
と
ど
め
、
自
分
が
炎
魔
の
庁
へ
行
っ
て
訴
え
る
か
ら
も
う
一
日
待
て
と
云
っ
た
と
記

し
て
あ
っ
て
、
示
寂
し
た
の
は
そ
れ
よ
り
更
に
六
年
の
後
、
貞
応
二
年
癸
未
八
月
十
七
日
春
秋
八
十
二
歳

の
時
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
上
人
が
魔
族
を
使
嗾
し
た
た
め
に
吉
野
の
悪
僧
春
賢
僧
正
は

同
年
十
二
月
に
俄
か
に
夭
滅
し
、
吉
野
方
へ
加
勢
し
て
非
理
に
組
み
し
た
公
卿
た
ち
は
悉
く
「
三
地
両
所

の
冥
罰
を
蒙
っ
た
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
依
っ
て
一
山
の
危
機
は
救
わ
れ
た
訳
で
あ
る
。
す
る
と
覚
海

上
人
が
天
狗
に
な
っ
た
の
は
既
に
在
世
中
か
ら
で
あ
っ
て
、
時
々
魔
界
へ
飛
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
金

剛
三
昧
院
の
毘
張
房
も
同
じ
く
天
狗
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
来
天
狗
で
あ
っ
た
も
の
が
人
間
に
化
け
て
寺

に
住
み
込
ん
で
い
た
の
で
、
上
人
の
場
合
は
こ
れ
と
反
対
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
○

上
人
が
死
後
に
於
い
て
魔
界
に
生
れ
た
こ
と
は
、
或
い
は
魔
界
に
生
れ
る
と
い
う
信
念
を
以
て
死
ん
だ
こ

と
は
確
か
と
見
て
い
い
。
此
の
間
の
事
情
に
就
い
て
は
、
少
し
く
長
く
な
る
け
れ
ど
も
覚
海
伝
の
一
節
を
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仮
名
交
り
文
に
書
き
改
め
て
大
方
諸
賢
の
一
粲
に
供
し
よ
う
。

　
有
ル
時
師
自
ラ
誓
ヒ
懇
ロ
ニ
祷
ツ
テ
曰
ク
、
吾
既
ニ
産
ヲ
鄙
北
ニ
受
ケ
、
遮
那
ノ
法
ヲ
南
山
（
註
、
南

　
山
は
高
野
の
こ
と
、
比
叡
山
の
北
嶺
に
対
し
て
い
う
。
）
ニ
習
ヒ
、
現
今
山
頭
ニ
在
ツ
テ
務
職
ニ
任
ズ
、

　
奇
縁
不
可
思
不
可
測
ナ
リ
、
唯
願
ハ
ク
ハ
三
世
ノ
勃
駄
ぶ
つ
だ
十
界
ノ
索
多
さ
つ
た
及
ビ
吾
ガ
大
師
、
吾
ニ
我
ガ
前
生

　
ヲ
示
告
セ
ヨ
、
イ
カ
ナ
レ
バ
此
ク
ノ
如
ク
得
難
キ
ノ
人
身
ヲ
得
、
遇
ヒ
難
キ
ノ
密
法
ニ
逢
ヒ
タ
ル
乎
ト
、

　
五
体
ヲ
地
ニ
擲
チ
、
目
ニ
血
涙
ヲ
流
シ
、
身
ノ
所
在
ヲ
忘
レ
、
誠
ヲ
盡
シ
テ
命
根
尚
絶
エ
ン
ト
ス
ル
ニ

　
至
ル
。
時
ニ
大
師
※
身﹅
体﹅
ニ﹅
羽﹅
翼﹅
ヲ﹅
生﹅
ジ﹅
テ﹅
飛﹅
行﹅
自﹅
在﹅
ニ﹅
、
修﹅
鼻﹅
突﹅
出﹅
シ﹅
テ﹅
彎﹅
笋﹅
ノ﹅
如﹅
ク﹅
、
遍﹅
身﹅
赤﹅
黒﹅

　
ニ﹅
シ﹅
テ﹅
毛﹅
髪﹅
銅﹅
針﹅
ニ﹅
類﹅
セ﹅
ン﹅
。
是
レ
乃
チ
吾
ガ
末
弟
憍
慢
放
逸
ニ
シ
テ
酒
色
ニ
耽
リ
、
佛
法
王
法
ヲ
軽

　
ン
ジ
テ
佗
ノ
財
宝
ヲ
貪
リ
、
汚
穢
不
浄
ノ
身
ヲ
以
テ
伽
藍
ニ
渉
登
シ
、
高
歌
狂
乱
シ
テ
信
者
ノ
機
嫌
ヲ

　
毀
チ
、
引
イ
テ
吾
ガ
密
法
ヲ
壊
リ
、
猥
リ
ニ
狂
族
ヲ
夥
シ
ク
ス
ル
ガ
故
ニ
、
此
ク
ノ
如
キ
ノ
異
容
ニ
非

　
ザ
レ
バ
争
デ
カ
治
罰
賞
正
ノ
誘
進
ヲ
ナ
サ
ン
ヤ
。
魔
佛
一
如
、
生
佛
不
二
、
修
羅
即
遮
那
ハ
、
汝
常
ニ

　
是
レ
臆
念
ス
ル
所
也
。
言
ヒ
訖
ツ
テ
麗
々
タ
ル
遺
韻
山
谷
ニ
伝
ハ
リ
、
馥
々
タ
ル
異
香
野
外
ニ
熏
ジ
、

　
感
涙
胆
ニ
銘
ジ
テ
身
心
※
昧
ナ
リ
焉
。
故
ニ
世
人
称
シ
テ
南
山
ノ
碩
学
七
生
ヲ
悟
ル
ノ
人
ト
云
フ
矣
。

此
れ
に
類
似
の
本
生
譚
は
今
昔
物
語
等
に
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
天
王
寺
海
浜
の
蛤
と
云
い
、

熊
野
参
詣
の
馬
と
云
い
、
い
か
に
も
高
野
の
上
人
の
前
生
に
ふ
さ
わ
し
い
。
即
ち
上
人
は
大
師
の
お
告
げ
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に
依
っ
て
自
分
の
来
世
を
豫
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
豫
知
し
て
い
た
が
故
に
南
勝
房
法
語
の
如

き
信
仰
を
建
立
し
た
の
か
、
此
の
信
仰
の
故
に
天
狗
に
生
れ
る
べ
く
運
命
づ
け
ら
れ
た
か
。
何
れ
が
因
で
、

何
れ
が
果
か
。
伝
に
依
れ
ば
後
者
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
○

上
人
の
廟
は
山
中
の
遍
照
ヶ
岡
に
あ
る
が
、
一
説
に
は
華
王
院
境
内
の
池
辺
に
葬
っ
た
と
も
云
い
、
そ
の

他
も
現
に
増
福
院
の
庭
中
に
存
し
て
い
る
。
覚
海
伝
の
賛
の
終
り
に
曰
く
、
「
遍
照
岡
崛
ノ
枯
枝
落
葉
毫

釐
モ
之
ヲ
採
ル
ト
キ
ハ
厳
祟
ヲ
施
ス
、
其
ノ
威
其
ノ
霊
信
ズ
可
ク
懼
ル
可
シ
、
其
ノ
悉
地
ヲ
成
ズ
ル
上
カ

中
カ
下
カ
、
都
ベ
テ
即
身
ノ
佛
カ
、
嗚
呼
奇
ナ
ル
哉
遊
戯
三
昧
」
と
。
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